
 

                             

 

 

 

 

 

〔第３学年〕羽黒山遠足 【９月２６日（木）】 

 素晴らしい青空が広がる中、恒例の羽黒山遠足が実施され

ました。この日ばかりは受験勉強から解放され、自然の中でリ

フレッシュしながら、仲間と楽しく２，４４６段の石段を一段

一段しっかりと踏みしめ、頂上まで登り切り、爽やかな汗をか

くとともに、志望達成への決意を固めてきました。 

〔第２年次〕郷土研修 【１０月４日（金）】 

 県内の企業・研究機関を訪問し、研修を行うことで、郷土に

対する理解を深め、誇りと愛着を育むことなどを目的とした

「郷土山形企業等研修（郷土研修）」を昨年に引き続き実施いた

しました。２年生２４４名が県内１２の企業・研究機関を訪問

し、事業内容や職業人としての心構えなどについて体験的に学

びました。身近な地元に、世界的競争力を持つ企業があること

などを学んだ生徒たちは、「郷土やまがた」の良さと魅力を発見

することができたようでした。 

〔第１年次〕職業人インタビュー 【１０月４日（金）】 

 各分野の第一線で活躍する本校卒業生５名をお招きし、職業

人としての心構えや高校時代にやっておくべきことなど、今後

の進路を考える上で参考となるお話を聞くことができました。

それぞれの講話に続き、「社会で必要とされる力とは」というテ

ーマでパネルトークを行い、代表の生徒の様々な質問に対して

丁寧に答えていただきました。 

 

 

 

  明治１７年１０月２９日に山形県中学校として創立されて１３５周年に当たるこの日、創立記

念式典が行われました。校長式辞の中で佐藤俊一校長は、本校の沿革に詳しく触れた上で、国際探

究科発足初年度に関連して、本校校友で国際司法裁判所長官を務め、「世界の良心」と謳われた安達

峰一郎氏の「学は小成に安んずべからず」の言葉を引用し、生徒にこの言葉を胸に国際社会に貢献

できる人材に成長してほしいと期待を示しました。また、高橋一夫同窓会長、三浦祥子 PTA 会長の

ご祝辞では、情熱を傾けられる夢を探し、その夢の実現に全力を尽くすことが大切であることをご

教示いただきました。 

式典に引き続き、株式会社味の素コミュニケーションズ代

表取締役社長の吉宮由真氏（昭和５３年山東卒）を講師に迎

え、「人生１００年時代のキャリア作り」の演題で記念講演

会が行われました。講演の中で、吉宮氏からは、３万人を超

える従業員を有する企業の経営陣として、人財の発掘と育成

に携わられてきた豊富な経験に基づくお話しをいただきま

した。キャリアをより良く形成するためには、「好奇心」「持

続性」「柔軟性」「楽観性」「冒険心」が大切であることなど、

多くの示唆にあふれた吉宮氏の講演は、生徒諸君にとって、

今後、自分のキャリアプランを考える上で大きな指針となる、非常に意義深い講演となりました。 

山形県立山形東高等学校 
教 育 活 動 広 報 紙 
令 和 元 年 １ ０ 月 ３ １ 日

「充実の秋（とき）」真っ只中 各学年（年次）の行事紹介 

創立１３５周年記念式典・記念講演会 【１０月２９日（火）】 



 

 

 

今年で８年目となる、教育の機会に恵まれないアフガニスタ

ンの子供たちにランドセルを贈る国際ボランティア活動「えが

お大作戦」のランドセル発送式が１０月２４日（木）に本校正

面玄関前で行われました。今回はアフガニスタンでランドセル

の受け入れの中心となっている、アフガン医療連合センター事

務局長のアブドゥル・ワリ・ババカルキルさんも来校し、発送

式の様子を見守りました。１１４個のランドセルを積んだトラ

ックを、新旧の生徒会執行部及び３学年生徒、約２５０名で見

送りました。ランドセルや募金を提供してくださった企業、団

体、個人の皆様に心より感謝申し上げます。 

 

 

 
☆東北高校新人水泳大会 女子 200ｍ背泳ぎ ３位 小野真愛 
☆県高校新人大会 テニス競技 女子シングルス１位 奥山えりか  

                優秀審判 松田拓也 水本詩麻 
          新体操競技 女子個人総合 １位 向江 楓 
                女子個人クラブ １位 向江 楓 
                女子個人リボン ２位 向江 楓 
☆県高校駅伝競走大会 女子５位（東北大会出場 初出場）  
☆県高校総合文化祭 将棋部門 女子個人１位 松本咲重（全国・東北大会出場） 

                男子個人３位 矢澤 岬（東北大会出場） 
           演劇部門 優秀賞第１席（東北大会生徒講評委員選出） 
           書道部門 優秀賞 渡邊夏子 

 文芸部門 散文部門 優秀 村上亮羽 
      詩部門 最優秀 石橋明日翔 
      短歌部門 優秀 村上亮羽 佳作 菅野はるな 
      文芸部誌部門 優秀 「楽書 山東祭号」(東北大会出場) 
 写真部門 優秀 野口大介 

☆牛乳乳製品料理コンクール 最優秀賞・山形県知事賞 須藤真由（東北大会出場） 
               優秀賞  伊藤碧子（東北大会出場） 
☆全国高校ビブリオバトル 2019 山形県大会 １位 逸見虹也（全国大会出場） 

「えがお大作戦 2019」ランドセル発送式 【１０月２４日（木）】 

１１月行事予定 
2(土)～3(日) 県新人大会(屋内) 

3(日)～4(月) ３年オープン模試 

３年全統記述模試 

7(木) ３年峠の力餅集会 

8(金)  佐藤ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ相談日④ 

9(土) １年進研模試 

9(土)～10(日) ２年進研模試 

        ３年実戦模試 

11(月)～15(金) 読書週間 

15(金) 課題研究中間発表会 

２年 PTA 総会・研修会 

    大沼ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ相談日⑦ 

19(火) マイプロジェクト講座 

23(土) 郷土 yamagata ふるさと探究ｺﾝﾃｽﾄ 

25(月) 部活動停止期間(～12/3) 

28(木) JICA 出前講座 

運動部・文化部ともに大活躍！ 

校長室から 

 台風 19 号と低気圧に伴う 25 日の豪雨は、各

地に甚大な被害をもたらしました。改めて災害

の恐ろしさを痛感するとともに、被災された

方々には心からお見舞いを申し上げます。 

 この時期、進路関係の行事やえがお大作戦の

ランドセル発送式、創立記念講演会などがあり

ました。いずれも校外の関係者の方々には大変

お世話になっております。生徒たちにとり、視

野を広げ自分の進むべき道やキャリアについて

しっかりと考える機会になればと思います。 

 部活動や探究活動での生徒たちの活躍も目立

ちます、大きな拍手を贈りたいと思います。  

校長 佐藤 俊一                                


